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町
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
の
町
税
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
町
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
残
念
な
事
に
近
年
で
は
そ
の
収
納
率
が

下
降
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
こ
こ
三
年
間
で
は
九

十
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
る
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
 

　
町
で
は
こ
の
問
題
を
重
要
視
し
、
昨
年
十
月
に
町

長
を
本
部
長
と
す
る
『
中
標
津
町
町
税
等
収
納
向
上

対
策
推
進
本
部
』
を
設
置
し
、
未
納
、
滞
納
の
解
消

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
納
税
者
で
あ
る
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
無
け
れ
ば
解
決
出
来
る
問
題
で

は
な
く
、
税
負
担
の
公
平
性
か
ら
も
滞
納
さ
れ
て
い

る
方
に
対
し
ま
し
て
は
、
今
後
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応

じ
た
一
段
と
厳
し
い
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
頂
け
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
も
、
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
り
ま

す
町
税
の
納
付
に
対
し
ま
し
て
、
今
後
と
も
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
納
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い
こ
と
を
『
滞
納
』
と

い
い
ま
す
。
滞
納
と
な
る
と
督
促
状
が
送
付
さ
れ
納

税
を
促
す
こ
と
に
な
り
、
定
め
ら
れ
た
期
間
ま
で
に

納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
督
促
手
数
料
を
別
に
納
め
な

く
て
は
な
ら
ず
、
余
計
な
負
担
が
増
え
る
事
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
高
い
利
率
の
延
滞
金
が
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
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れ
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町
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わ
れ
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さ
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滞
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ち
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ま
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宝
く
じ
に
当
た
っ
た
場
合
の
税
金
は
？
 

 個
人
で
購
入
し
た
場
合
 

　
個
人
の
買
っ
た
宝
く
じ
の
当
せ
ん
金
に
は
原
則
と
し
て

税
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
当
せ
ん
金
付
証
票

法
の
第
十
三
条
に
よ
り
、
「
当
せ
ん
金
付
証
票
の
当
せ
ん

金
品
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
を
課
さ
な
い
」
と
あ
り
、
こ

れ
は
免
税
で
な
く
、
非
課
税
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
外
国
で
管
理
発
行
さ
れ
た
宝
く
じ
が
当
た
っ
た
場
合

に
は
、
一
時
所
得
と
な
り
所
得
税
・
住
民
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
 

 　
宝
く
じ
の
当
せ
ん
金
を
頭
金
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し

た
が
、
税
務
署
か
ら
、
お
金
の
出
所
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
。
 

　
こ
ん
な
時
に
は
「
当
選
証
明
書
」
が
お
金
の
出
所
を
証

明
し
て
く
れ
ま
す
。
 

 

複
数
の
個
人
が
、
資
金
を
出

し
合
っ
て
共
同
で
宝
く
じ
を

購
入
し
当
選
し
た
場
合
 

　
こ
の
場
合
、
出
資
者
の
代

表
者
が
単
独
で
い
っ
た
ん
当

せ
ん
金
を
受
取
り
、
そ
の
後

各
個
人
毎
に
分
配
し
た
場
合

に
は
、
贈
与
税
の
課
税
問
題

が
出
て
き
ま
す
。
 

 法
人
が
購
入
し
た
場
合
 

　
当
せ
ん
金
は
全
額
課
税
の

対
象
と
さ
れ
、
購
入
費
用
を

引
い
た
残
り
に
法
人
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
 

　
住
民
税
と
は
 

 　
住
民
税
と
は
、
町
民
税
と
道
民
税
を
合
わ
せ
た
呼
び
方

で
す
。
住
民
税
は
、
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
個
人
に
課
税

さ
れ
る
個
人
町
道
民
税
と
市
町
村
に
事
業
所
な
ど
を
持
つ

会
社
に
課
税
さ
れ
る
法
人
町
民
税
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

個
人
住
民
の
税
金
を
中
心
に
お
話
し
ま
す
。
 

 　
個
人
町
道
民
税
は
、
一
月
一
日
に
住
ん
で
い
た
町
に
納

め
る
税
金
で
、
年
の
途
中
で
住
ん
で
い
る
町
が
変
わ
っ
て
も
、

一
月
一
日
に
住
ん
で
い
た
町
に
一
年
分
納
め
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
課
税
さ
れ
る
内
容
は
、
前
年
の
収
入
（
所
得
）

及
び
扶
養
家
族
な
ど
の
状
況
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。
又
、

納
め
て
い
た
だ
く
方
法
は
、
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
納
税
通

知
書
に
よ
り
納
税
者
自
ら
納
付
し
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収

と
町
が
指
定
し
た
勤
務
先
（
会
社
）
が
給
与
か
ら
天
引
き

に
よ
り
納
付
い
た
だ
く
特
別
徴
収
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
も
給
与
か
ら
天
引
き
に
よ
り
税
務
署

に
納
付
し
て
い
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
 

 生
命
保
険
受
け
取
り
に
注
意
 

　
生
命
保
険
を
受
け
取
る
場
合
、
受
け
取
る
理
由
が
死
亡

に
よ
る
も
の
か
、
満
期
に
よ
る
も
の
か
、
ま
た
受
取
人
が

誰
な
の
か
な
ど
に
よ
っ
て
受
取
額
が
同
じ
で
も
課
税
さ
れ

る
種
類
や
税
額
が
異
な
り
ま
す
。
夫
婦
の
関
係
で
見
て
見

ま
す
と
次
の
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

 　
事
故
や
病
気
を
原
因
に
保
険
会
社
か
ら
支

払
わ
れ
る
入
院
給
付
金
、
手
術
給
付
金
、
障

害
給
付
金
等
は
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
非
課
税

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
医
療
費
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
、
医
療
費
か
ら
給
付
金
受

取
額
を
差
し
引
く
こ
と
に
な
り
ま
す
 

　一時所得と贈与 
 
○右表1･5の場合、保険料の負担者＝保険金等の受取人と 
　なり、満期保険金は一時所得として所得税、住民税の課 
　税対象となります。 
 
 
 
 
○右表2･3の場合、保険料の負担者と保険金等の受取人は 
　異なり、満期保険金は保険料の負担者から保険金等の受 
　取人への贈与として扱われ、保険金等の受取人が贈与税 
　の課税対象となります。 

◎
住
民
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
…
…
 

　
税
務
課
住
民
税
係
ま
で
（
内
線
二
〇
九
番
）
 

― ― ― ×　＝ 2
1

満期保険金 支払保険料 
特別控除 

限度50万円 

総合課税の 

課税対象金額 

1 

2 

3 

4 

5

夫 

夫 

夫 

 

妻 

夫 

夫 

妻 

夫 

夫 

夫 

妻 

子 

妻 

夫 

夫の死亡 

― ＝ 満期保険金 
贈与税の基礎控除 

110万円 

贈与税の 

課税対象金額 

区
　
　
分
 

保
険
料
の
負
担
者
 

被
　
保
　
険
　
者
 

保
険
金
等
受
取
人
 

保
　
険
　
金
　
等
 

受
　
取
　
理
　
由
 

妻 
契約者 

課　税　関　係 

満　　期 

 

 

夫の死亡 

満　　期 

夫の一時所得として、他の所得 
額と合算し総合課税 

夫の一時所得として、他の所得 
額と合算し総合課税 

夫から妻へ贈与（妻に贈与税） 

妻から子へ贈与（子に贈与税） 

妻に相続税（生命保険金） 

妻に相続税（生命保険契約に関 
する権利） 

夫の死亡 

満　　期 

夫の死亡 

満　　期 

中標津中学校校舎増改築事業 

10月完成予定の中標津町総合福祉センター 
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固
定
資
産
税
と
は
 

 　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
日
に
お
い
て
、
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
固
定
資
産
と
い

い
ま
す
）
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
固
定
資
産
の
価

格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
た
税
額
を
、
そ
の
固
定
資
産
の
所

在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。
 

※
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
等
を
経

営
し
て
お
ら
れ
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
機
械
・
器
具
・
備
品
等
を
い
い
ま
す
。
 

 税
額
算
定
の
あ
ら
ま
し
 

　
固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
た
『
固
定
資

産
評
価
基
準
』
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
市
町
村
長
が
そ
の

価
格
を
決
定
し
、
こ
の
価
格
を
も
と
に
課
税
標
準
額
を
算

定
し
ま
す
。
 

　
算
定
さ
れ
た
課
税
標
準
額
に
、
税
率
一
・
四
％
を
乗
じ

た
金
額
が
固
定
資
産
税
額
と
な
り
ま
す
が
、
同
一
人
が
所

有
す
る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

課
税
標
準
額
の
合
計
が
次
の
金
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

・
土
　
　
地
　
〜
　
三
十
万
円
 

・
家
　
　
屋
　
〜
　
二
十
万
円
 

・
償
却
資
産
　
〜
　
百
五
十
万
円
 

　
中
標
津
町
で
は
、
毎
年
五
月
初
旬
に
税
額
等
を
記
載
し

た
納
税
通
知
書
を
納
税
者
宛
に
通
知
し
、
年
三
回
に
分
け

て
納
税
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

 固
定
資
産
の
評
価
替
え
 

　
固
定
資
産
の
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、
三
年
毎
に
評

価
額
を
見
直
す
制
度
（
評
価
替
え
）
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
次
の
評
価
替
え
の
時
期
は
平
成
十
五
年
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

平
２
 

平
３
 

平
元
 

昭
63
 

平
４
 

平
５
 

平
６
 

平
７
 

平
８
 

平
９
 

平
10
 

平
11
 

平
12
 

平
13
 

平
14
 

額
（
万
円
）
 

400
評価額 

課税標準額 350

300

250

200

150

100

50

宅地の評価額と課税標準額との関係（イメージ図） 

　
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
 

 問
　
家
屋
が
年
々
老
朽
化
し
て
い
く
の
に
評
価
額
が
下
が
ら
な

い
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
 

答
　
家
屋
の
評
価
額
は
、
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
家
屋
と
同
一

の
も
の
を
評
価
の
時
点
に
お
い
て
そ
の
場
所
に
新
築
す
る
も
の

と
し
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
に
、
家
屋
の
建
築
後
の

経
過
年
数
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
耗
の
状
況
に
よ
る
減
価
率
を
乗

じ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
そ
の
価
額
が
前
年
度
の
価
額
を
超
え
る
場
合
は
、

前
年
度
の
価
額
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。
 

　
家
屋
の
建
築
費
は
、
平
成
五
年
頃
か
ら
そ
れ
ま
で
続
い
て
い

た
上
昇
傾
向
が
沈
静
化
し
、
以
後
は
建
築
資
材
価
格
等
が
下
落

傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
建
築
年
次
の
新
し
い

家
屋
に
つ
い
て
は
、
評
価
替
え
毎
に
そ
の
価
額
が
下
落
し
て
い

ま
す
。
 

　
一
方
、
建
築
年
次
の
古
い
家
屋
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
建
築

費
の
上
昇
が
続
く
中
、
評
価
額
が
据
え
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
近
年
の
建
築
資
材
価
格
等
の
下
落
を
加
味
し
た
評
価

額
で
あ
っ
て
も
、
以
前
か
ら
据
え
置
か
れ
て
い
た
価
額
を
下
回

る
ま
で
に
は
い
た
ら
ず
、
評
価
額
が
下
が
ら
な
い
と
い
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

 問
　
地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
、
土
地
の
税
額
が
上
が
る
の

は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
 

答
　
平
成
六
年
度
に
、
評
価
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
宅
地
の
評

価
水
準
を
全
国
一
律
に
地
価
公
示
価
格
等
の
七
割
を
目
途
と
す

る
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
結
果
、
従
前
の
評
価

額
と
比
べ
て
全
体
で
約
三
倍
ほ
ど
の
価
格
上
昇
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
こ
で
、
こ
の
評
価
替
え
に
よ
っ
て
税
負
担
が
急
増
し
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
な
だ
ら
か
に
課
税
標
準
額
を
上
昇
さ
せ
る

負
担
調
整
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
中
標
津
町
に
お
い
て
も
、
平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
に
よ
り
、

従
前
の
宅
地
の
評
価
額
と
比
べ
て
全
体
で
約
三
倍
ほ
ど
の
価
格

上
昇
と
な
っ
て
お
り
、
八
年
経
過
し
た
現
在
で
も
宅
地
の
大
半

は
課
税
標
準
額
が
評
価
額
に
達
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。
 

　
し
た
が
っ
て
、
今
後
に
お
い
て
地
価
が
多
少
下
落
し
た
と
し

て
も
、
こ
れ
ら
の
宅
地
に
係
る
課
税
標
準
額
に
つ
い
て
は
、
負

担
水
準
（
評
価
額
に
対
す
る
前
年
度
課
税
 

標
準
額
の
割
合
）
に
応
じ
た
上
昇
を
続
 

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
【
上
図
参
照
】
 

◎
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
 

　
は
…
…
 

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
 

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
二
〇
七
番
）
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病
院
事
業
会
計 

町民の健康を守る町立中標津病院 

年度別決算の比較データ 

11

入　院 

１日当たりの患者数 決算額（消費税及び地方消費税抜きの数値） 

外　来 

712人 

795人 

847人 

147人 

152人 

154人 

収　　　入 

36億7,063万円 

37億4,647万円 

39億2,279万円 

40億3,428万円 

39億255万円 

41億1,195万円 

支　　　出 

12

13

町
の
財
政
　
企
業
会
計 

　
町
に
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
な
ど
六
つ
の

特
別
会
計
と
病
院
・
水
道
事
業
の
二
つ
の
企
業
会
計
が
あ

り
ま
す
。 

　
今
月
号
で
は
、
病
院
事
業
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の
決

算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　平成11年４月に新築移転をし、既設診療科８科と眼科、

皮膚科、放射線科、リハビリテーション科の４科を新設、

また同年10月に精神科を開設し全13科で診療体制の

充実を図り、更に医療機器の拡充を図り町民の要望に

応えた医療サービスの向上に努めています。病院事業

の平成13年度決算は、患者数、診療収入共に前年を上

回る実績となっています。しかし、平成14年度からは

医療制度改革により初の診療報酬引き下げ等、大変厳

しい状況となっています。 

　経営成績である損益計算書の収益は、
39億2,279万円で、前年度に比べ約１
億7,632万円の増となっています。前
年度に比べ入院患者数１日平均で２
人（1.3％）の増、外来患者数１日平均
で52人（6.5％）の増、それぞれ4,181万円、

1億277万円の増となっており、総収益
の伸び率も4.7％と徐々に伸びている
状況であります。 
　費用は、41億1,195万円で前年度に
比べ約2億940万円の増となっています。
医師・看護師の増員により人件費が

前年度に比べ約6,288万円（3.6％）の
増となっています。材料費では、患者
数の増加に伴い前年度に比べ1億
2,991万円（17.1％）の増となっており、
総費用の伸び率が5.4％となっています。 
　結果、経常収支（収益－費用）で1
億8,916万円の経常損失となっています。 
　収益的収支に係る一般会計からの
繰入金は、前年度に比べ約3,054万円（
4.9％）の増、収益全体に占める割合は
16.8％となっています。また、資本的収
支に係る繰入金は2億7,931万円で、
一般会計からの繰入金合計は、9億
3,702万円となっています。 
　繰入金については、地域住民の医
療を確保するため、採算性をとることが
困難である場合でも医療を行わなけれ
ばならないという自治体病院の役割等
を考慮して、一般会計との間の経費負
担区分の原則が定められています。 

平成13年度 決 算 額 

総収益 39億2,279万円 総費用 41億1,195万円 

入院収益 

18億2,998万円 

46.6％ 外来収益 

12億7,953万円 

32.6％ 

６億5,771万円 
16.8％ 

その他医業収益 
1億2,305万円　3.1％ 

その他医業外収益 
3,252万円　0.9％ 

一般会計 
繰入金 

資産減耗費　274万円　0.1％ 

人件費 

17億9,567万円 

43.7％ 
材料費 

8億9,381万円 

21.7％ 

6億2,328万円 
15.1％　 

5億1,853万円 
12.6％　 

経　費 

減価償却費 

その他医業費用　1,112万円　0.3％ 

その他医業外費用 
2億6,680万円　6.5％ 

年
度 
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水
道
事
業
会
計 

年度別決算等の比較データ 

48,367 6,894

7,164

5,684

5,262

3,606

52,448

53,683

53,330

44,867

41,471

43,240

43,525

43,471

43,141

36,691

24,669

27,236

23,560

15,350

19,607

19,526

14,695

17,033

23,974

11

収入決算額 

※14年～15年は推計額 

純利益 水道料金収入 建設改良費 
損  益  勘  定 
留  保  資  金 
補  て  ん  額 

万円 

12

13

14

15

市街地の水源・俣落川 
　病院事業会計は、新町立病院がオープンした平成11
年に約1.5倍の40億円になり、借金残高も５年前に比
べ約2.5倍の71億円（平成13年度末）になりました。 
　水道事業会計は、ここ数年４億～５億円で推移し、
平成13年度末の借金残高は17億円になりました。 

病院と水道会計決算額の推移（収益的収支） 

　中標津町の水道事業は、昭和25年12月、市街地に湧水を
水源として給水を開始しました。その後、給水人口の急速な
増加と生活様式の向上等に伴う使用量の増加のため、水源を
俣落川に求め、給水規模（現在まで第４次の拡張を実施）を
拡大しています。これらの施設は、水道法で「清浄にして豊
富低廉な水の供給を図り、もって公衆衛生の向上と生活環境
の改善とに寄与する」ことを目指し、日々水質検査（※１）
を行うなど、安全で美味しい水道水を供給することに努めて
います。 
　しかしながら、水道施設の整備修繕等（特に上水道・簡易
水道施設）は竣工から20年余りが経過し、老朽化や機能低
下などにより施設改修を必要としている時期にきています。
現在、長・中期整備修繕計画の中で随時対応していますが、
その経費の算出及び修繕時期については難しく、今後の給水
バランスを見据えて行う計画です。 
　なお、ほかの水道施設としては農業用として供給している
営農専用水道（一般会計で運営管理）があります。 
※１　水質検査の結果については、役場ロビーまちづくり情報コーナー、
　　　計根別支所及び図書館カウンターで見ることができます。 

　経営成績である損益計算書の収
益は、５億3,683万円で前年度に比
べ3,695万円の増となっています。
収入では、給水戸数で158戸、261
人増えたことなどにより対前年比

7.4％増となりました。 
　費用は、４億7,998万円で前年度
に比べ3,970万円の増となっています。
配水管の整備（未給水地区及び水
圧不足地区解消）などの建設改良
工事が増えたことなどにより対前
年比９％増となりました。 

　結果、経常収支（収益―費用）
で5,684万円の純利益（前年度に比
べ1,480万円減）となっています。
収益的収支に係る一般会計からの
繰入金（※２）は673万円になって
います。 
 
※２　一般会計からの繰入金につ
いては、公営企業法の規定に基
づく、建設改良費に対する補助
金です。 
 
＊お願い…最近、転入や町内で引
っ越しを行った場合、水道の使
用の届出を出されないでご使用
されている方がおられます、必
ず使用の届け出を出されてから
ご使用するようにお願いいたし
ます。 

平成13年度 決 算 額 

10

20

30

40

50
5

4

3

2

1

9 10

24

4.8
4.3 4.1

4.5
5.0

26

40 39
41

11 12 13

億円 億円 

年 

病
　
院
　
会
　
計 

水
　
道
　
会
　
計 

水道会計支出 病院会計支出 

総収益 5億3,683万円 総費用 4億7,998万円 

料金収益 

4億3,525万円　81.1％ 

減価償却費 

1億1,531万円 

24.0％ 

物件費 

1億1,006万円 

22.9％ 
支払利息 

9,300万円 

19.4％ 

受託工事費 
8,102万円 
16.9％ 

人件費 
7,531万円 
15.7％ 

8,902万円 
16.6％ 

一般会計繰入金 
673万円　1.2％ その他 

583万円　1.1％ 
その他 

526万円　1.1％ 

受託工事収益 

年
度 
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ＴＯＲＡＺＯ写真展 

　石　原　寅　三 さん 

　
ミ
ズ
ナ
ラ
や
白
樺
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ニ
レ
な
ど
多
種
の
木
々
の
緑

が
溢
れ
て
い
る
樹
木
見
本
園
の
正
美
公
園
。
そ
の
公
園
の
一
角
に
建
つ
森
林
生

態
学
習
舎
で
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｏ
写
真
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
写
真
展
に
は
知
床

五
湖
、
水
平
線
に
昇
る
太
陽
、
滝
の
流
れ
、
庭
に
訪
れ
る
小
鳥
た
ち
か
ら
オ
オ

ワ
シ
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
丹
頂
な
ど
、
主
に
道
東
の
自
然
に
レ
ン
ズ
を
向
け
た

作
品
三
十
三
点
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
 

　
自
営
業
を
営
む
石
原
さ
ん
が
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
の
は
四
十
三
歳
の
と
き
。
 

「
お
客
様
に
感
謝
の
心
を
伝
え
た
い
…
と
ミ
ニ
温
度
計
付
き
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を

考
案
。
良
い
写
真
が
撮
れ
る
よ
う
一
眼
レ
フ
の
カ
メ
ラ
を
購
入
し
た
の
が
き
っ

か
け
」
と
言
う
。
撮
影
の
イ
ロ
ハ
を
写
真
雑
誌
か
ら
学
び
、
道
東
の
自
然
を
撮

り
つ
づ
け
て
二
十
年
。
 

　
昨
年
、
体
調
を
く
ず
し
入
院
し
た
石
原
さ
ん
は
、
病
室
で
撮
り
た
め
た
ス
ラ

イ
ド
を
整
理
し
た
。
「
写
真
の
一
枚
一
枚
に
思
い
出
が
あ
り
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
自
分
の
思
い
を
知
っ
て
も
ら
え
た
な
ら
」
と
、
関
係
者
の
協
力
を
得
て

手
づ
く
り
の
写
真
展
が
実
現
し
た
。
退
院
後
に
購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン
に
、
思
い

出
深
い
作
品
か
ら
二
百
点
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
と
り
込
み
入
力
。
デ
ー
タ
ー
と
し

て
整
理
、
保
存
し
て
い
る
。
 

　
「
こ
れ
か
ら
も
生
命
の
限
り
道
東
の
自
然
と
向
き
合
い
、
こ
の
自
然
が
い
つ

ま
で
も
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
撮
り
続
け
て
い
き
た
い
」
と
愛
用
の

カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
。
 

計根別 

大
丈
夫
？

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
八
月
五
日
よ
り
全
国
の
市
 

町
村
と
都
道
府
県
・
国
の
機
関
を
専
用
回
線
で
結
ぶ
住
民
基
本
台
帳
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
票
の
広
域
交

付
や
転
入
転
出
の
手
続
き
の
簡
素
化
、
更
に
は
本
人
確
認
情
報
（
※
１
）

が
省
略
さ
れ
る
な
ど
の
仕
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。（
詳
細
は

広
報
中
標
津
八
月
号
に
掲
載
） 

　
新
聞
報
道
な
ど
で
住
民
基
本
台
帳
の
情
報
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
 

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
「
町
民
個
々
の
情
報
が
不
用
意
に
外
部
に
漏
れ
 

た
り
、
不
正
に
悪
用
さ
れ
な
い
か
」
ま
た
「
個
人
情
報
保
護
法
が
現
 

在
制
定
さ
れ
て
い
な
い
」
懸
念
な
ど
か
ら
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
 

参
加
を
見
合
わ
せ
る
実
態
が
で
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
中
標
津
町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
っ
て
細
 

心
の
注
意
を
は
ら
う
こ
と
と
し
て
い
る
他
、
国
・
北
海
道
な
ど
と
協
 

力
し
て
個
人
情
報
の
保
護
対
策
に
は
万
全
を
き
す
こ
と
に
し
て
い
ま
 

す
。 

　
制
度
面
で
は
①
都
道
府
県
・
指
定
情
報
処
理
機
関
で
保
有
す
る
情

報
を
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
と
住
民
票
コ
ー
ド
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

②
本
人
確
認
情
報
の
提
供
先
・
利
用
目
的
を
法
律
に
よ
り
限
定
し
、

目
的
外
利
用
を
禁
止
し
ま
す
。 

　
技
術
面
で
は
、
①
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
専
用
回
線
を

用
い
て
個
人
情
報
を
送
信
し
ま
す
。
②
不
正
ア
ク
セ
ス
防
止
の
た
め

侵
入
検
知
装
置
を
設
置
し
て

い
る
こ
と
な
ど
で
す
。 

　
詳
し
く
は
生
活
課
戸
籍
住

民
係
ま
で
。 

※
１
国
の
行
政
機
関
な
ど
に

対
す
る
本
人
確
認
情
報

の
提
供
に
よ
る
住
民
票

の
写
し
の
添
付
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健康いちばん 

腹　　痛 
町立中標津病院 
　　　外科医師　　大　木　　暁 

　
近
年
の
林
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い

状
況
の
中
、
間
伐
な
ど
の
森
林
施
業

（
森
林
を
維
持
、
造
成
す
る
た
め
の

作
業
）
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
人
工

林
が
発
生
す
る
な
ど
、
こ
の
ま
ま
で

は
森
林
の
有
す
る
多
面
的
な
機
能
の

発
揮
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
森
林
施
業
を
推
進
し
森

林
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
続

的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
森
林
施
業

に
欠
か
せ
な
い
現
況
調
査
や
作
業
道

の
整
備
な
ど
の
「
地
域
に
お
け
る
取

り
組
み
」
を
交
付
金
に
よ
り
支
援
す

る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

※
制
度
の
実
施
期
間
 

　
平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
十
八
年

度
（
五
年
間
）
 

※
対
象
者
 

　
森
林
施
業
計
画
の
認
定
を
受
け
て

い
る
森
林
所
有
者
で
、
市
町
村
と
交

付
金
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
だ
方
。
 

※
対
象
と
な
る
森
林
 

　
私
有
林
の
う
ち
、
森
林
施
業
計
画

（
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
）
の
認
定

を
受
け
た
森
林
で
林
齢
三
十
五
年
生

以
下
の
人
工
林
な
ど
。
 

※
対
象
と
な
る
行
為
（
地
域
活
動
）
 

　
森
林
施
業
計
画
上
の
施
業
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
行
為
で
、
次
の

い
ず
れ
か
一
つ
を
毎
年
度
実
施
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
 

・
森
林
の
現
況
調
査
 

・
施
業
実
施
区
域
の
明
確
化
作
業
 

・
作
業
道
、
歩
道
の
整
備
な
ど
 

※
交
付
金
額
 

　
対
象
と
な
る
森
林
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
た
り
年
間
、
一
万
円
を
交
付
 

　
（
町
と
締
結
す
る
協
定
に
違
反
し

た
場
合
は
、
返
還
措
置
が
あ
り
ま

す
）
 

※
そ
の
他
 

　
対
象
者
は
、
対
象
行
為
の
実
施
、

実
施
状
況
報
告
書
の
作
成
、
交
付
金

受
領
の
行
為
及
び
事
務
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
森
林
組
合
な
ど
に
委
託
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
農
林
課
林
務
係
ま
で
。
 

　
「
お
腹
が
痛
い
」
と
感
じ
る
こ
と
を

町
民
の
皆
さ
ま
も
一
度
は
経
験
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
腹
痛
は
消
化
器
疾

患
に
お
い
て
最
も
代
表
的
な
自
覚
症
状

で
あ
り
、
チ
ク
チ
ク
す
る
よ
う
な
軽
い

痛
み
か
ら
耐
え
難
く
冷
や
汗
が
出
て
く

る
様
な
痛
み
ま
で
色
々
あ
り
ま
す
。
腹

痛
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
発
生
機
序
の
異
な

る
三
つ
の
痛
み
、
す
な
わ
ち
内
臓
痛
、

体
性
痛
、
関
連
痛
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
が
、
実
際
の
腹
痛
は
こ
れ
ら
が
様
々

に
影
響
し
あ
っ
た
混
合
痛
と
し
て
感
じ

て
い
ま
す
。
 

◇
内
臓
痛
　
胃
、
腸
、
胆
嚢
な
ど
の
管

腔
臓
器
の
収
縮
、
伸
展
や
実
質
臓
器

の
腫
脹
、
牽
引
に
よ
る
被
膜
の
伸
展

が
原
因
と
な
り
、
局
在
が
不
明
瞭
な

鈍
痛
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
 

◇
体
性
痛
　
腹
膜
の
刺
激
や
炎
症
に
よ

っ
て
発
生
し
、
突
き
刺
す
よ
う
な
限

局
す
る
持
続
痛
を
訴
え
る
。
 

◇
関
連
痛
　
内
臓
痛
が
起
こ
っ
た
際
に
、

そ
の
内
臓
に
特
定
的
な
遠
隔
部
位
の

皮
膚
に
起
こ
る
痛
み
で
あ
る
。
 

　
原
因
と
な
る
疾
患
と
し
て
は
急
性
胃

腸
炎
、
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、
潰
瘍
穿
孔
、

憩
室
炎
、
胆
石
・
胆
嚢
炎
、
腸
閉
塞
、

急
性
膵
炎
、
消
化
器
癌
、
尿
管
結
石
、

婦
人
科
的
疾
患
（
卵
巣
捻
転
、
出
血
、

子
宮
付
属
器
炎
、
子
宮
外
妊
娠
破
裂
な

ど
）
等
、
多
種
多
様
で
す
が
、
診
察
す

る
際
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
緊
急

処
置
（
手
術
）
が
必
要
で
あ
る
状
態
・

疾
患
で
あ
る
か
ど
う
か
を
鑑
別
す
る
こ

と
で
す
。
 

　
緊
急
処
置
が
必
要
な
状
態
・
疾
患
に
は
、

臓
器
の
破
裂
、
穿
孔
に
よ
り
腹
膜
炎
や

大
量
出
血
を
き
た
す
も
の
、
臓
器
の
血

行
障
害
、
重
症
感
染
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

　
代
表
的
な
疾
患
と
し
て
急
性
虫
垂
炎
、

消
化
管
穿
孔
、
絞
扼
性
イ
レ
ウ
ス
、
嵌

頓
ヘ
ル
ニ
ア
、
大
動
脈
瘤
破
裂
、
子
宮

外
妊
娠
破
裂
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
疾
患
は
治
療
が
遅
け
れ
ば
生
死
に

関
わ
る
重
篤
な
状
態
に
陥
る
危
険
性
を

持
っ
た
疾
患
で
す
。
鑑
別
の
際
、
問
診
、

触
診
を
行
い
、
必
要
で
あ
れ
ば
採
血
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
、
超
音
波
、
Ｃ
Ｔ
等
の
検

査
を
追
加
し
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
 

　
「
お
腹
が
痛
い
け
ど
こ
れ
く
ら
い
で

受
診
し
た
ら
大
げ
さ
だ
と
思
わ
れ
る
か

な
」
と
か
を
考
え
て
自
己
判
断
で
様
子

を
み
る
よ
り
も
、
受
診
し
て
い
た
だ
い

て
医
師
か
ら
「
薬
で
様
子
を
見
ま
し
ょ

う
」
と
言
わ
れ
る
方
が
安
心
し
ま
せ
ん

か
？
場
合
に
よ
っ
て
は
「
す
ぐ
手
術
が

必
要
で
す
」
と
言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
…
。
 

　
救
急
外
来
も
あ
り
ま
す
の
で
腹
痛
時

に
は
我
慢
を
せ
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
 

あきら 

し
ゅ
ち
ょ
う
 
け
ん
い
ん
 

か
い
よ
う
せ
ん
こ
う
 

け
い
し
つ
え
ん
 

ね
ん
て
ん
 

こ
う
や
く
せ
い
 

か
ん
べ
つ
 

か
ん
 

と
ん
 

じ
ゅ
う
と
く
 

か
ん
べ
つ
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  町
葬
の
お
知
ら
せ
 

 　
勲
四
等
瑞
宝
章
・
中
標
津
町
名
誉
町

民
の
村
田
雄
平
氏
が
、
九
月
二
十
二
日

午
前
三
時
四
十
分
、
行
年
八
十
歳
で
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
村
田
氏
は
、
一
九
七
〇
年
か
ら
四
期

十
四
年
三
カ
月
間
、
中
標
津
町
長
を
務

め
ら
れ
、
八
十
四
年
か
ら
は
道
議
会
議

員
と
し
て
六
年
八
カ
月
間
に
わ
た
り
地

域
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
つ
い
て
は
故
人
の
偉
大
な
御
遺
功
を

た
た
え
、
左
記
に
よ
り
中
標
津
町
葬
（
無

宗
教
）
を
執
り
行
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
記
 

一
、
告
別
式
　
十
月
二
十
六
日
（
土
）
 

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
三
十
分
 

二
、
式
　
場
　
中
標
津
町
総
合
文
化
会

　
　
　
　
　
　
館
大
ホ
ー
ル
 

  

 ま
ち
づ
く
り
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
調
査
結
果
の
公
表

に
つ
い
て
 

 　
こ
の
調
査
は
「
な
か
し
べ
つ
の
ま
ち

づ
く
り
を
評
価
し
ま
せ
ん
か
」
と
題
し

て
、
第
五
期
中
標
津
町
総
合
発
展
計
画

の
内
容
を
多
く
の
住
民
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
併
せ
て
施
策
に
対
す
る
達
成
度

合
い
や
住
民
意
識
を
確
か
め
な
が
ら
、

計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
本
年
よ
り
毎
年
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
 

　
報
告
書
は
四
十
七
ペ
ー
ジ
で
、
総
合

計
画
の
施
策
に
つ
い
て「
良
く
な
っ
た
」

「
悪
く
な
っ
た
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
や
意
見
な
ど
で
す
。
配
布
場
所
は
、

役
場
一
階
ロ
ビ
ー
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
計

根
別
支
所
、
総
合
文
化
会
館
で
す
。
 

 
詳
し
く
は
企
画
財
政
課
企
画
係
ま
で
。
 

  

 下
水
汚
泥
た
い
肥
「
環
甦
」

の
配
付
に
つ
い
て
 

 　
昨
年
十
月
よ
り
、
資
源
の
有
効
利
用

及
び
循
環
型
社
会
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、

下
水
汚
泥
の
発
酵
た
い
肥
「
環
甦
」
の

生
産
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
窒
素
、

り
ん
酸
な
ど
の
成
分
を
含
ん
だ
豊
富
な

た
い
肥
が
で
き
ま
し
た
の
で
（
葉
物
野

菜
に
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
）
町

民
の
皆
さ
ま
に
家
庭
用
た
い
肥
と
考
え

配
布
を
行
い
ま
す
。
た
い
肥
を
入
れ
る

袋
（
肥
料
袋
な
ど
）
を
ご
持
参
下
さ
い
。
 

日
　
時
　
十
月
二
十
八
日
（
月
）
 

　
　
　
　
〜
十
一
月
三
日
（
日
）
 

　
　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
 

場
　
所
　
中
標
津
下
水
終
末
処
理
場
 

　
　
　
　
（
東
３
５
北
６
）
 

 
お
問
い
合
わ
せ
は
下
水
終
末
処
理
場

　
1
（
２
）
４
３
０
７
ま
た
は
上
下
水

道
課
下
水
道
係
ま
で
。
 

 

 根
釧
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

フ
ェ
ア
を
開
催
 

 　
搾
り
た
て
の
牛
乳
で
、
農
家
製
手
づ

く
り
チ
ー
ズ
を
作
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

「
根
釧
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
紀
行
」
で
は
、

地
域
住
民
が
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
に
親

し
み
、そ
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
で
ナ
チ

ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
を
根
釧
地
域
の
特
産
品

と
し
て
定
着
を
図
る
と
同
時
に
、
根
釧

の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
根
釧
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
 

日
　
時
　
十
月
十
九
日
（
土
）
 

　
　
　
　
午
後
一
時
〜
午
後
三
時
半
 

場
　
所
　
総
合
文
化
会
館
し
る
べ
っ
と
 

参
加
料
　
前
売
券
千
四
百
円
 

　
　
　
　
（
当
日
券
千
五
百
円
）
 

 
詳
し
く
は
根
釧
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

紀
行
代
表
三
友
由
美
子
　
1
（
３
）
３

９
８
６
ま
で
。
 

税　　金 

M A T I O N

 の広場 
10

October

日 

6

13

20

27

月 

7

14

21

28

火 

1

8

15

22

29

水 

2

9

16

23

30

木 

3

10

17

24

31

金 

4

11

18

25

土 

5

12

19

26

10

10月は 
町　道　民　税（第３期） 
国民健康保険税（第５期） 
介 護 保 険 料（第５期） 
　　　の納期です 
　町道民税の第３期と国民健康保険

税の第５期、介護保険料の第５期の

納期限は10月31日です。忘れずに納

めましょう。 

　国民健康保険税の第４期、介護保

険料の第４期の納期限がすでに経過

しています。もう一度お手元の納付

書を確認のうえ、納付されていない

方は早急に納めましょう。 

 

～　町税等各種収納金の納付は口座

振替で～ 

 

～収納窓口の休日開設及び平日開設

時間を延長～ 

 

　10月の収納窓口開設時間延長日は

16日dと31日e午後５時15分～午後

８時まで、休日開設日は27日a午前

９時～午後５時までです。収納窓口

開設時間延長、休日開設に合わせて

納税相談を実施していますので、納

税についてご相談ください。 

納付書がなくても納めることができ

ますのでご利用ください。 

 

 

釧路財務事務所からの 
お知らせ 

 この商品券（さかな・くだもの・ 
 やさい券）をお持ちの方へ 
 

 

 

 

 

 

 

　この商品券は使えなくなりましたが、

財務局で払い戻しの手続きを行いま

すので、お持ちの方はご連絡ください。 

受付期限　平成14年11月18日まで 

（受付期間を過ぎると手続きができ

ませんのでご注意ください） 

連 絡 先　釧路財務事務所理財課 

　　　�　10154（32）0701

　今月の社会保険事務所相談所の開設日は 
　　日時／10月15日（火）午後１時～午後５時まで　　場所／中標津経済センター 

か
ん

そ
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検　　診 

I N F O R M

くらし 
きまりを守り 
　明るいまちに 
　　　しましょう 
                  　町民憲章より 

町長室の１日開放 
　町づくりに関する意見や提言をお待ちしています 
　町民の皆さんが、町長と直接会って町づくりに関す 
る意見交換を行う「町長室の１日開放」を実施します。 
日時　10月17日e午前10時～正午までと午後１時～ 
　　　午後５時まで。 
　面談時間が重複した場合は、予約の方を優先しま 
す。事前に予約を希望される方は総務課広報・調査 
係までお申し込みください。 

骨粗鬆症検診のお知らせ 
 

　11月分の予約の受付についてお知

らせします。 

申込期間　10月７日～18日の平日 

検診実施期間　11月１日～29日の 

　　　　　　　平日 

検診内容　問診、骨密度測定、診察 

定　員　１日２人 

検診実施場所　町立中標津病院 

申込先　中標津町保健センター 

　　　　1（２）２７３３まで 

 
 

乳がん検診のお知らせ 
 

　11月分の予約の受付についてお知

らせします。 

申込期間　10月７日～18日の平日 

検診実施期間 

　　　　　11月１日～29日の木曜日 

検診内容　マンモグラフィー、問診、視・

　　　　　触診 

定　員　１日５人 

検診実施場所　町立中標津病院 

申込先　町立中標津病院医療管理係 

　�　　1（２）８２００まで 

 

 

東京中標津会に 
参加しませんか 

 

　東京中標津会が設立15周年を迎え

ます。懐かしいふるさとをしのんで

集う会員と懇談し、交流の和を広げ

ます。東京での総会に、町民の参加

を募集します。詳しくは、経済振興

課地域振興係まで。 

 

日時　平成14年11月23日g正午より 

場所　日本閣（東京都中野区東中野） 

出発日　11月22日（２泊３日） 

費用　53,450円（航空券、２泊の 

　　　宿泊代含む） 

　　　別途懇親会費（8,000円） 

申込期限　10月11日fまで 

 

 男
女
平
等
参
画
推
進
根
室

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
 

 　
根
室
支
庁
と
中
標
津
町
が
主
催
す
る

「
男
女
平
等
参
画
推
進
根
室
地
域
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
内
容
は

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

講
師
は
弁
護
士
の
秀
嶋
ゆ
か
り
さ
ん
。

三
人
の
パ
ネ
ラ
ー
は
地
元
の
方
々
で
す
。

男
女
平
等
の
意
識
啓
発
と
、
地
域
住
民

意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

日
時
　
十
月
二
十
九
日
（
火
）
 

　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
十
二
時
半
 

場
所
　
総
合
文
化
会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
ホ
ー
ル
　
 

 
参
加
料
は
無
料
で
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
根
室
支
庁
環
境
生
活
課
　
1
０
１

５
３
２
（
３
）
６
１
３
１
　
ま
た
は
役

場
生
活
課
交
通
・
町
民
相
談
係
ま
で
。

 

 

 民
事
・
家
事
調
停
受
付
相
談

の
お
知
ら
せ
 

 　
標
津
調
停
協
会
主
催
に
よ
る
民
事
・

家
事
調
停
受
付
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
 

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
　
　
記
 

日
時
　
十
月
二
十
八
日
（
月
）
 

　
　
　
午
前
十
時
〜
正
午
 

場
所
　
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
 

相
談
事
項
　
金
銭
、
土
地
建
物
、
夫
婦
、

　
　
　
　
　
親
子
相
談
等
 

　
詳
し
く
は
生
活
課
交
通
・
町
民
相
談

係
ま
で
。
 

 野
ね
ず
み
駆
除
に
よ
る
薬
剤

空
中
散
布
の
実
施
に
つ
い
て
 

 　
町
有
保
安
林
な
ど
の
造
林
地
を
野
ね

ず
み
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布
を
、
左
記
日
程

に
よ
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、

実
施
日
に
つ
い
て
は
天
候
等
に
よ
り
変

更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

月
日
　
十
月
十
五
日
（
火
）
 

　
　
　
十
一
月
七
日
（
木
）
〜
八
日
（
金
） 

区
域
　
町
内
一
円
の
町
有
林
及
び
 

　
　
　
私
有
林
 

散
布
薬
剤
　
リ
ン
カ
亜
鉛
粒
剤
（
本
薬

　
　
　
　
剤
は
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締

　
　
　
　
法
に
よ
る
指
定
か
ら
除
外
さ

　
　
　
　
れ
た
普
通
物
で
す
）
 

 
お
問
い
合
わ
せ
は
農
林
課
林
務
係
ま
 

で
。
 

 老
人
世
帯
及
び
母
子
世
帯

へ
の
「
ご
み
処
理
証
紙
」

の
無
料
配
布
に
つ
い
て
 

 　
左
記
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
世
帯
へ
「
ご
み
処
理
証
紙
」
の
無
料

配
布
を
行
い
ま
す
。
 

※
老
人
世
帯
の
該
当
条
件
（
四
項
目
す

べ
て
に
該
当
）
 

①
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
方
が
全
員
六

十
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
 

②
六
十
五
歳
未
満
の
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
 

③
町
民
税
の
課
税
状
況
が
非
課
税
ま
た

は
均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
て
い
る
こ

と
 

④
生
活
保
護
世
帯
で
は
な
い
こ
と
 

※
母
子
世
帯
の
該
当
条
件
（
四
項
目
す

べ
て
に
該
当
）
 

①
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
方
が
母
子
の

み
で
あ
る
こ
と
 

②
世
帯
員
外
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
 

③
町
民
税
の
課
税
状
況
が
非
課
税
ま
た

は
均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
て
い
る
こ

と
 

④
生
活
保
護
世
帯
で
な
い
こ
と
 

※
該
当
さ
れ
る
方
は
十
一
月
五
日
ま
で
に
、

十
月
の
町
内
回
覧
に
添
付
し
て
あ
る

課
税
状
況
調
査
の
同
意
書
に
記
入
し

申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
生
活
課
環
境
衛
生
係
ま
で
。
 

「秋の全道火災予防運動を実施します」 
　　今年も10月15日～31日まで秋の全道火災予防運動期間です。 
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こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　 

VOL.478

写真をご希望のかたにネガをお貸しします。 

（　） 内は前月比 

誕生  24人  死亡    9人 
転入  77人  転出  72人　 

８月31日現在住民登録人口 

町の人口 
男 
女 

世 帯 数 

23,781（＋  20） 
11,685（＋  14） 
12,096（＋    6） 
9,781（＋  13） 

なかしべつ  

写真をご希望のかたにネガを 
お貸しします。 

秋
の
一
日
を
楽
し
く
 

　
第
十
五
回
じ
ゃ

が
い
も
伯
爵
ま
つ

り
＆
ふ
れ
あ
い
広

場
が
、
南
中
の
特

設
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
町
内
外
か
ら

大
勢
の
人
々
が
訪

れ
、
じ
ゃ
が
い
も

掘
り
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ウ
、
乗
馬
、
熱

気
球
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

な
ど
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
、
秋
の

一
日
を
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

地球が丸く見える

1
9

間
近
に
見
る

間
近
に
見
る
 

ジ
ェ
ッ
ト
機
に
感
動

ジ
ェ
ッ
ト
機
に
感
動
 

地球が丸く見える

14
9

　
親
子
連
れ
な
ど
、

　
親
子
連
れ
な
ど
、

二
百
人
を
超
す
大
勢

二
百
人
を
超
す
大
勢

の
町
民
が
訪
れ
た

の
町
民
が
訪
れ
た

「
な
か
し
べ
つ
空
港

「
な
か
し
べ
つ
空
港

ま
つ
り
」
。
管
制
塔

ま
つ
り
」
。
管
制
塔

や
気
象
施
設
の
開

や
気
象
施
設
の
開
放
、

バ
ス
に
よ
る
飛
行
場

バ
ス
に
よ
る
飛
行
場

内
見
学
走
行
、
幌
馬

内
見
学
走
行
、
幌
馬

車
に
よ
る
空
港
周
辺

車
に
よ
る
空
港
周
辺

「
コ
ス
モ
ス
畑
」
の

「
コ
ス
モ
ス
畑
」
の

散
策
、
小
型
機
に
よ

散
策
、
小
型
機
に
よ

る
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
、

る
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
、

ジ
ェ
ッ
ト
機
と
の
記

ジ
ェ
ッ
ト
機
と
の
記

念
撮
影
な
ど
各
イ
ベ

念
撮
影
な
ど
各
イ
ベ

ン
ト
に
子
ど
も
た
ち

ン
ト
に
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
輝
い
て
い

の
笑
顔
が
輝
い
て
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。
 

間
近
に
見
る
 

ジ
ェ
ッ
ト
機
に
感
動
 

　
親
子
連
れ
な
ど
、

二
百
人
を
超
す
大
勢

の
町
民
が
訪
れ
た

「
な
か
し
べ
つ
空
港

ま
つ
り
」
。
管
制
塔

や
気
象
施
設
の
開
放
、

バ
ス
に
よ
る
飛
行
場

内
見
学
走
行
、
幌
馬

車
に
よ
る
空
港
周
辺

「
コ
ス
モ
ス
畑
」
の

散
策
、
小
型
機
に
よ

る
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
、

ジ
ェ
ッ
ト
機
と
の
記

念
撮
影
な
ど
各
イ
ベ

ン
ト
に
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
輝
い
て
い

ま
し
た
。
 


